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【教育目標】ともに遊び ともに学び ふるさとにいがたを愛する子 

オンリーワン ～自分大好き 学校大好き 地域大好き～ 

 

             新小っ子たちの通学路  
 

                           校長  
 

 以前、ドキュメンタリー映画や書籍を通して、世界の子どもたちの通学風景を見た

ことがあります。私が驚いたのは、学校への道のりの長さや過酷さです。アフリカの

ある兄妹は、野生動物(猛獣)との遭遇を避けながら、片道 15 ㎞のサバンナをひたす

ら駆けていきます。アジアのある国の子どもたちは、橋のない川をタイヤチューブに

乗りながら渡っていました。世界には、自然災害、急流、険しい山道、高い崖など過

酷な通学をもろともせず、学校に通う子どもたちがいることを知りました。その子ど

もたちの学びへの意欲、ひたむきさには心を打たれます。「どうしてこれまでして、

学校に通うのか」というインタビューに対して、皆一様に同じ思いを語っていました。

「夢をかなえるため」と。学ぶことは、未来を切り拓くためのパスポートなのです。

「象にあったらひたすら逃げること」「困ったら助け合うこと」などの親の教えを守

り「神のご加護を…」と祈ってもらい、あとは、「自分の命は自分で守る」という子

どもたちの成熟した姿や逞しさに感動したことを鮮明に覚えています。これらのこと

を４月７日の始業式に子どもたちに話しました。話の最後に、ガザ地区の子どもたち

の写真を紹介しました。街中ががれきの山となっている中を歩いて子どもたちは学校

に向かいます。しかし、学校には友達も先生もいません。教室の黒板には大きな穴が

開いていて、たどり着いた子どもたちは、その黒板に向かって何かを書いています。

学びたいという子どもの声が聞こえてくるようです。 

さて、新学期が始まり１か月が経ちました。子どもたちにとって安全な登下校、安

全な通学路であるために、保護者の皆様と地域の皆様の見守り活動やお力添えに心よ

り感謝申し上げます。ありがとうございます。新小っ子たちの通学路。その通学路を

歩きながら、「今日は〇〇を頑張るぞ」「今日は、□□が楽しみだ」などの思いや願

いをもって学校に来てほしいと思います。そのために、新潟小学校は、子どもたちに

とって「早く行きたくなる学校」「また明日も行きたいと思える学校」、保護者の皆

様にとって「安心して通わせられる学校」「通わせてよかったと思える学校」であり

続けられるよう、教職員一同、精一杯努めてまいります。 

見附市立新潟小学校 第２号(Ｒ７.５.２) 

かけはし 



  

   

見附警察署の方をお招きし交通安全教室を行いました。1,2 年生は、道路での安全な歩き方や交通

ルール・マナーについて教えていただきました。3,4年生は、自転車の点検の仕方や安全な乗り方、交通

ルールについて学習しました。「自分用のヘルメットを持っている子は？」との問いかけに、ほとんどの子

が手を挙げていました。安全面での保護者の皆様のご理解とご支援に感謝申し上げます。 

 

 

  

今年度第１回目の避難訓練を行いました。子どもたちは「避難訓練は 100点満点でなければ意味がな

い」ことをよく理解し、真剣に訓練に臨みました。貴重な「けむり体験」も行いました。視界の悪い中、有害

なけむりを吸い込まないよう、身をかがめながら避難することの大変さを実感しました。 

 

 

６月の予定  
１日 (日) 創立記念日 20日 (金) ししの日 

２日 (月) 全校集会 25日 (水) ５年生自然体験教室 1日目 

４日 (水) ６年生修学旅行１日目 26日 (木) ５年生自然体験教室 2日目 
５日 (木) ６年生修学旅行２日目 29日 (土) いこいの森整備作業(8:00～9:00) 

10日 (火) 個別面談（～12日） 30日 (月) 全校集会 

11日 (水) 朝の読み聞かせ    

13日 (金) 獅子舞練習    

16日 (月) 絆集会(3限)    

19日 (木) 生活アンケート クラブ活動    

      
      

 
 

交通安全教室 

 

避難訓練(火災想定) 


